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【基本理念】 【基本目標】 【目指す姿】 【基本施策（施策の方向）】

2．施策の体系

子ども発達支援計画行動計画（第三期障害児福祉計画）について

　町田市では、障がいの有無にかかわらず、すべての子どもがともに成長できるよう、地域社会への参加や包容（インクルージョン）を推進するため、2018年3月に
「町田市子ども発達支援計画2018年度～2020年度」を策定し、当計画を「児童福祉法」で策定が求められた「障害児福祉計画」として位置づけました。
　その後、障がい児施策と子ども・子育て施策を一元的に進めるため、「新・町田市子どもマスタープラン（後期）」に「町田市子ども発達支援計画」の基本的な理念
を取込み、2021年3月には具体的な行動内容を示した「町田市子ども発達支援計画行動計画2021～2023（第二期障害児福祉計画）」を策定しました。
　今回、障がい児支援体制の充実と、障がいの有無にかかわらず子どもの権利が保障されるまちの実現を目指し、具体的な「取組内容」「指標」「目標値」等を示
す「子ども発達支援計画行動計画2024～2026（第三期障害児福祉計画）」を策定いたしました。

１．子ども発達支援計画行動計画について

子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
り
出
す

Ⅰ 子どもが健やか

に育ち、一人ひとり

自分の中に光るもの

を持っている

Ⅱ 子どもが安らい

でいる家庭があり、

家庭が地域とつな

がっている

Ⅲ 子どもが地域の

中で大切にされてい

る

１ 子どもがさまざまな場面に参加

し、意見を発信している

２ 子どもが個性や能力を最大限

に発揮している

１ 子ども・子育ての支援が切れ目

なく続いている

２子育てと仕事の両立ができてい

る

３ 支援を必要とする家庭にサー

ビスが行き届いている

１子どもが地域（人・場所・機会）と

つながっている

２ みんなが安全・安心に子育てを

している

Ⅰ－１－（１） 豊かな人間性・社会性を育む活動への参加の支援と場の確保

Ⅰ－２－（１） 子どもが自分らしく育つための、特徴や状況に応じた療育の充実

Ⅰ－２－（２） 一人ひとりのニーズに合わせて学ぶことができる教育環境の充実

Ⅰ－２－（３） 子どもの成長に応じた切れ目のない支援を受けることができる連携体制の充実

Ⅱ－１－（１） 子どもの育ちや子育ての状況に応じて気軽に相談できる体制の充実

Ⅱ－１－（２） 「子どもと向き合った、自分らしい」子育てへの理解と支援

Ⅱ－２－（１） 子どもとその家族が必要とする支援を受けられるサービス提供体制の充実

Ⅱ－３－（１） 子どもが健やかに育つことができる安全安心な家庭環境の確保

Ⅲ－１－（１） 子どもと地域のつながりを広げるための参加支援と場の確保

Ⅲ－２－（１） 子どもが安全安心に暮らしていくための障がい等に関する理解の促進と環境整備

※ 「新・町田市子どもマスタープラン（後期）」の体系図と同様

Ⅰ－２－（４） 適切かつ質の高い支援を受けられるよう、支援の質の向上を図る

Ⅱ－３－（１） 重症心身障がい児や医療的ケア児とその家族が必要な支援を受けられる体制の充実
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※取組ごとの施策コード、内容、進捗状況、担当課等は取組実績詳細を参照

（取組項目数は再掲を除く）

子ども発達支援計画行動計画〈第三期障害児福祉計画〉取組実績　概要

取組項目数 51
目標達成取
組項目数 43 目標達成率 84%

目標 実績

1 障がい者スポーツ大会 実施回数（回） 1 1 〇

2 障がい児スポーツ教室 実施回数（回）
体育館：36

プール：36

体育館：34

プール：28
×

3 障がい児者水泳教室 実施回数（回） 1 1 〇

4 地域参加支援 実施回数（回） 8 8 〇

5
FC町田ゼルビア協働事
業センサリールーム

招待家族数 12 12 〇

6
子ども発達センターの児
童発達支援週5日通園

利用児童数（人） 40 40 〇

7
子ども発達センターの児
童発達支援週1日通園
（併行通園）

利用児童数（人） 33 33 〇

8
子ども発達センターの保
育所等訪問支援

利用回数（回） 204 318 〇

9 グループ指導 利用者児童数（人） 230 173 ×

10 事業所ガイドブック
事業所ガイドブック
の配布

配布 配布 〇

11
子ども発達センターの民
間活力導入

導入準備 導入準備 導入準備 〇

12
（仮称）西部地域子ども発
達センターの検討

設置検討 設置検討 検討終了 〇

13
通常の学級及び特別支
援学級における支援

配置小学校数・中学校
数（校）

全校 全校 〇

14
サポートルーム（特別支
援教室）の実施

サポートルームの全校
実施

実施 実施 〇

15 特別支援学級の整備
特別支援学級新規設置
校数（校）

検討 検討 〇

16 療育記録ノート 療育記録ノートの配布 配布 配布 〇

17

町田市立小学校・幼稚
園・保育園・子ども発達セ
ンター・特別支援学校連
絡協議会

開催回数（回） 実施 実施 〇

18 就学・進学相談
就学相談、進学相談の
実施

実施 実施 〇

19 進路先への引継ぎ 引継の実施 実施 実施 〇

20 出張相談 出張回数（回） 60 56 ×

21 療育セミナー 開催回数（回） 開催 開催 〇

22 療育実地研修
研修受講者の満足度
（％）

90 100 〇

23 療育機関懇談会 懇談会の開催 開催 開催 〇

24
障害児相談支援事業者
懇談会

懇談会の開催 開催 開催 〇

25
特別支援教育コーディ
ネーターの資質向上

開催回数（回） 5 5 〇

26
特別支援教育の理解促
進に向けた研修の実施

研修実施回数（回） 実施 実施 〇

27
特別支援教育巡回相談
員等による支援

指導・助言の実施 実施 実施 〇

目標達成
状況

No 取組 指標
2025年度

目標 実績

28 乳幼児健康診査 受診率（％） 96.0%以上 100.6% 〇

29 地域子育て相談センター マイ保育園実施園数 74園 73園 ×

30 子育てひろば巡回相談 巡回数（回） 15 17 〇

31 障害児相談支援
障害児相談支援を利用
した計画作成数（件）・作
成率（％）

384件・20.0％
327件・

14.2％
×

32 親子療育 参加親子数（組） 200 216 〇

33 ペアレントトレーニング 利用家族数（家族） 16 14 ×

34 ペアレントメンター・カフェ 懇談会の開催 開催 開催 〇

35
保育園等での障がい児
の受入れ

障がい児の受入れ 実施 実施 〇

36
保育園等での医療的ケ
ア児の受け入れ

受け入れ保育園数
（か所）

8 8 〇

37 学童保育クラブ事業
障がいのある児童の入
会

実施 実施 〇

38
医療的ケア児コーディ
ネーターの配置

配置数（人） 3 3 〇

39
医療的ケア児・重症心身
障がい児支援協議会の
開催

協議会の開催 開催 開催 〇

40
医療的ケア児コーディ
ネーターによる総合的な
支援の実施

支援の実施 実施 実施 〇

41
重症心身障がい児(者)等
在宅レスパイト

事業を実施する訪問看
護ステーション数（か所）

4 8 〇

42 地域ネットワーク会議
情報を共有した児童の
数（人）

890 690 ×

43 児童虐待相談対応
児童虐待受理ケースの
うち、終結できた割合
（％）

70 70 〇

44
交流及び共同学習の推
進

研修実施回数（回） 検討 検討 〇

45
副籍制度による教育活動
を通じた地域との交流の
充実

副籍交流の実施 実施 実施 〇

46 地域公開講座 開催回数（回） 開催 開催 〇

47
高校生療育体験ボラン
ティア

延べ参加人数（人） 113 73 ×

48
障がい者スポーツ体験教
室

年間参加者数（人） 1200 1305 〇

49
インクルーシブ遊具広場
整備

検討状況
野津田公園

基本設計

小山田蓮田緑地

に、インクルーシブ

遊具を設置

〇

50
バリアフリー基本構想に
基づく地区ごとのバリアフ
リー化の推進

バリアフリー基本構想
特定事業の進捗管理

進捗管理 進捗管理 〇

51 個別避難計画の作成 個別避難計画の作成 作成 作成 〇

目標達成

状況
No 取組 指標

2025年度
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実績
2024
年度

2025
年度

2026
年度

2025
年度 2025年度取組への評価

前年度評価を踏まえた2026年
度の取組内容（方向性）

1
Ⅰ－１－
（１）

障がい者ス
ポーツ大会

障がいのある人がスポーツ
を通じて楽しむための大会
を開催します。

実施回数
（回）

1 1 1 1

昨年度よりも参加施設数を3施設増
やし、11月1日（土）に開催しました。
競技者・関係者を含め、総勢750名
が参加しました。

2026年度は、11月3日（火）に開催
予定です。

障がい福
祉課

2
Ⅰ－１－
（１）

障がい児ス
ポーツ教室

小学生以上の障がいのあ
る人を対象に、体を動かす
きっかけとして、体育館や
プールで年間36回程度開
催します。

実施回数
（回）

体育館：
36

プール：
36

体育館：
36

プール：
36

体育館：
36

プール：
36

体育館：
34

プール：
28

4月から3月まで、サン町田旭体育館
および子ども発達センタープールで
教室を開催しました。プール教室に
ついては、指導員の日程調整等の
影響で開催を中止とした日程があり
ました。

2026年度は、体育館教室は34回、
プール教室は30回を開催予定で
す。

障がい福
祉課

3
Ⅰ－１－
（１）

障がい児者
水泳教室

小学生以上で、障がいのあ
る人を対象とし指導員が原
則マンツーマンで付き添
い、楽しい遊びや水慣れが
できるようにします。

実施回数
（回）

1 1 1 1
7月25日、7月30日の2日間で開催し
ました。定員を8名として、7月25日は
3名、7月30日は4名が参加しました。

2026年度は、7月末に2日間開催
予定です。

障がい福
祉課

4
Ⅰ－１－
（１）

地域参加支
援

子ども発達センターの親子
通園の活動の中で地域子
育て相談センター等の地域
の遊び場に行くことで、外出
のきっかけづくりや遊びの
提供を支援します。

実施回数
（回）

8 8 8 8

春先や秋口など外出しやすい時期
に開催したことで、計画通り8回実施
することができました。
利用者アンケートでは、回答いただ
いた方の96％がすでに日常的に外
出しており、当事業を利用することで
外出頻度には変化がないことがわ
かりました。また、自由記述の内容
から、子どもの気持ちの切り替えに
支援が欲しいといった、子どもの発
達特性に合わせた支援を望んでい
ることが分かりました。

親子療育に参加している方を対象
に、外出のきっかけづくりを目的と
して2018年から実施してまいりまし
たが、利用者アンケートの結果か
ら当事業の目的は達成されている
と考え、2026年度は事業を終了し
ます。
一方で、子どもの発達特性に合わ
せた支援を望む意見もあることか
ら、子どもの豊かな人間性・社会
性を育む活動への参加を支援す
るために、親子療育やグループ指
導を統合し、個別の相談支援を行
います。

子ども発
達支援課

子ども発達支援計画行動計画〈第三期障害児福祉計画〉取組実績　詳細

目標 コメント

指標内容取組施策コードNo 担当課
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実績
2024
年度

2025
年度

2026
年度

2025
年度 2025年度取組への評価

前年度評価を踏まえた2026年
度の取組内容（方向性）

目標 コメント

指標内容取組施策コードNo 担当課

5
Ⅰ－１－
（１）

FC町田ゼル
ビア協働事
業センサリー
ルーム

視覚・聴覚など感覚過敏な
子どもが、周辺の環境に左
右されることなく過ごすこと
のできる「センサリールー
ム」を町田ゼルビアと連携し
て町田ＧＩＯＮスタジアムに
設置し、対象の子どもやそ
の家族が、安心してゼルビ
アのホームゲームを観戦す
る機会を提供します。特別
支援学級もしくは特別支援
学校に在籍する児童と子ど
も発達センターを利用する
通園児およびその家族を対
象とします。

招待家族数 10 12 12 12

5試合で事業を実施し、計12家庭40
人の方にご参加いただきました。5試
合の中で4月と11月は国立競技場で
事業を実施しました。8月に実施した
事業では、市内の大学に通う学生に
ボランティアとして参加していただ
き、障がいについての理解を深めて
いただくことができました。また、応
募者の中には盲学校に通う児童も
おり、多くの方に事業を知っていただ
けていることを実感しました。

改めて周知方法の見直しを行い、
より多くの方に応募、利用していた
だけるようにFC町田ゼルビアと協
働していきます。また、昨年度同
様、FC町田ゼルビアスタッフに対
し、障がい児・者理解促進講座を
実施し、インクルーシブ社会の推
進を図ります。

子ども発
達支援課

6
Ⅰ－２－
（１）

子ども発達セ
ンターの児童
発達支援週5
日通園

発達に支援が必要な子ども
を対象に、遊びなどを通じ
て自信や意欲を育て、地域
の中で健やかに成長してい
けるように専門的な支援を
行います。

利用児童数
（人）

40 40 40 40

年度当初は39名でスタートしました
が、途中1名が入園し、利用児童数
は40名になりました。
受け入れ可能な医療的ケア行為の
拡大とそれに伴う体制整備を行った
ことで、拡大した医療的ケア行為の
実施が必要な児童の受け入れを行
うことができました。
職員の知識・技能の維持向上につ
いては、次年度の職員研修を見据え
た研修計画の立案準備とグループ
ワークの実施を行い、職員の意識向
上を図りました。

職員に対する研修体系を抜本的
に見直し、知識・技能の維持向上
につながるような研修を実施しま
す。研修で得た知識や技能を実際
の支援場面で生かす機会を持つ
ことで、より個々の児童や家庭の
現状に合わせた療育を実施するこ
とができるように取り組んでまいり
ます。

子ども発
達支援課

7
Ⅰ－２－
（１）

子ども発達セ
ンターの児童
発達支援週1
日通園（併行
通園）

地域の保育園・幼稚園等に
通園している子どもを対象
に、遊びなどを通じて自信
や意欲を育て、子ども自身
にとって集団生活が過ごし
やすくなるために専門的な
支援を行います。

利用児童数
（人）

33 33 33 33

年度当初は32名でスタートしました
が、途中1名が入園し、利用児童数
は33名になりました。
利用児童に対するアセスメントを行
い、個々の発達段階に応じた環境に
ついて保護者と相談を行った結果、
2026年度から週5日通園へ移行した
お子さんが2名いました。
通園先の保育園・幼稚園等と連携を
取り、必要な支援について共有しな
がら地域で過ごしやすい環境づくり
についての支援を行いました。

利用児童が地域で過ごしやすい
環境について、引き続き保育園・
幼稚園等と連携を図りながら整え
ていきます。それぞれの児童に適
した環境についてのアセスメントを
適切に行い、より良い環境につい
て保護者と共有していきます。

子ども発
達支援課
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実績
2024
年度

2025
年度

2026
年度

2025
年度 2025年度取組への評価

前年度評価を踏まえた2026年
度の取組内容（方向性）

目標 コメント

指標内容取組施策コードNo 担当課

8
Ⅰ－２－
（１）

子ども発達セ
ンターの保育
所等訪問支
援

専門的な知識を持つ職員
が、発達に支援が必要な子
どもが利用している地域の
保育園等に訪問し、子ども
自身にとって集団生活が過
ごしやすくなるために専門
的な支援を行います。

利用回数
（回）

202 204 206 318

子ども発達センターに通所している
ご家庭へ訪問支援利用の案内をし
たことや、事業が市内の保育所等に
浸透してきたこと等から、保護者から
の訪問に関する要望が多く寄せら
れ、新規契約者も増加した結果、
318回の訪問を実施し、目標を達成
しました。
また、保護者のニーズに合わせて保
育士、言語聴覚士、作業療法士、心
理発達相談員といった多職種での
訪問を実施しました。
引き続き発達全般に対する相談やコ
ミュニケーションの相談に加えて、摂
食や言葉の指導、手先の操作や日
常生活動作への支援など、多様化
する保護者のニーズに対応していく
必要があると考えられます。

保育所等に対して引き続き積極的
に連携を図り、子どもが集団で過
ごしやすくなるための専門的な視
点での支援を行います。
また、様々な保護者のニーズに応
じるため、保育所等に対してより質
の高い助言提案が出来るよう、研
修受講を行って職員の知識向上を
図ります。

子ども発
達支援課

9
Ⅰ－２－
（１）

グループ指
導

幼稚園・保育園・認定こども
園等に通っている年少から
年長児が、家庭や所属園で
安心して過ごせるように小
集団での活動を通した支援
を行います。

利用者児童
数（人）

230 230 230 173

利用児童数は、173人となり、目標を
下回りました。
理由として、グループ指導利用前の
療育体験や親子通園の利用者数が
減少したことによるものと考えられま
す。

子どもの発達特性に合わせた支
援を望む意見や、相談ニーズが広
がっていることから、子どもの豊か
な人間性・社会性を育む活動への
参加を支援するために、親子療育
やグループ指導を統合し、個別の
相談体制を強化します。

子ども発
達支援課

10
Ⅰ－２－
（１）

事業所ガイド
ブック

市内にある児童発達支援
及び放課後等デイサービス
事業所を紹介するガイド
ブックを作成・配布するとと
もにまちだ子育てサイトで
公開します。

事業所ガイ
ドブック
の配布

配布 配布 配布 配布

子ども発達センターの来所者や希望
者等に、事業所ガイドブックを287冊
配布しました。
また、年度途中に、追加変更が生じ
た際はガイドブックと同内容を掲載し
た「まちだ子育てサイト」を随時更新
するとともに、冊子配布時には併せ
て「まちだ子育てサイト」を案内しまし
た。

引き続き、事業所ガイドブックの作
成・配布を行うとともに、最新情報
については「まちだ子育てサイト」
の更新を行います。

子ども発
達支援課

11
Ⅰ－２－
（１）

子ども発達セ
ンターの民間
活力導入

子ども発達センターの（仮
称）子ども・子育てサポート
等複合施設移転に合わせ、
民間活力を導入します。

導入準備 導入準備導入準備導入準備
導入準
備

民間活力の導入時期について、（仮
称）子ども・子育てサポート等複合施
設への移転前に、2029年度から導
入することを決定しました。

2029年度から導入する民間活力
の手法について決定し、運営事業
者の公募に向け準備を行います。

子ども発
達支援課

6
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2024
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2025
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12
Ⅰ－２－
（１）

（仮称）西部
地域子ども発
達センターの
検討

西部地域に子ども発達セン
ターを補完する施設の設置
を検討します。

設置検討 設置検討設置検討設置検討
検討終
了

堺地域における児童人口やサービ
ス利用状況、周辺事業所の設置状
況等を踏まえたニーズ分析の結果、
ニーズは満たされていると判断し、
（仮称）西部地域子ども発達センター
は設置しないこととしました。

-
子ども発
達支援課

13
Ⅰ－２－
（２）

通常の学級
及び特別支
援学級にお
ける支援

通常の学級や特別支援学
級における特別な配慮が必
要な児童・生徒の支援を行
うため、特別支援教育支援
員を小・中学校全校に配置
するとともに安定的な人材
確保に努め、各学校の状況
に応じた適正な配置を行い
ます。

配置小学校
数・中学校
数（校）

全校 全校 全校 全校

小中学校全校に特別支援教育支援
員を配置し、特別な配慮が必要な児
童・生徒の支援体制を構築しまし
た。

引き続き全校に特別支援教育支
援員を配置し、児童・生徒への安
定した支援体制の確保に努めま
す。

教育セン
ター

14
Ⅰ－２－
（２）

サポートルー
ム（特別支援
教室）の実施

小・中学校全校においてサ
ポートルーム（特別支援教
室）を実施します。

サポート
ルームの全
校実施

実施 実施 実施 実施

小中学校全校において、サポート
ルーム利用児童・生徒への巡回指
導を実施しました。また年度途中の
入級や延長利用等、支援を必要とす
る児童・生徒がサポートルームを適
切に利用できるように運用しました。

引き続き小中学校全校において、
サポートルーム利用児童・生徒へ
の巡回指導を実施していきます。
また年度途中の入級や延長利用
等の手続きにより、支援を必要と
する児童・生徒がサポートルーム
を適切に利用できるように運用し
ていきます。

教育セン
ター

15
Ⅰ－２－
（２）

特別支援学
級の整備

地域の状況や対象となる児
童・生徒数を踏まえて、特
別支援学級を整備します。

特別支援学
級新規設置
校数（校）

1 検討 1 検討

2026年度の特別支援学級新規設置
に向け、設置候補校の選定を進め
ておりましたが、調整に時間を要し
たため、計画を1年後ろだおしにしま
した。そして、2027年に南成瀬中学
校自閉症・情緒障がい特別支援学
級を開設することを決定しました。

2027年に南成瀬中学校自閉症・
情緒障がい特別支援学級を開設
するために教室整備工事等を実
施します。

教育セン
ター

16
Ⅰ－２－
（３）

療育記録ノー
ト

入園・入学時に、これまで
の支援が途切れることなく
引継がれるように、子ども
の成長と療育内容等を記録
するノートを希望する保護
者に配布します。

療育記録
ノートの配
布

配布 配布 配布 配布

子ども発達センターに通園している
子どもの保護者及び通所受給者証
の新規申請者に370冊配布し、活用
を案内しました。
また、障がい者支援センターに対
し、必要に応じて相談者へ案内する
よう依頼しました。

引き続き、療育記録ノートの配布
に取り組みます。
また、障がい者支援センターに加
え、通所支援事業所等に対し、必
要に応じて利用者へ療育記録ノー
トについて案内するよう依頼し、配
布数の増加を図ります。

子ども発
達支援課

7
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17
Ⅰ－２－
（３）

町田市立小
学校・幼稚
園・保育園・
子ども発達セ
ンター・特別
支援学校連
絡協議会

保育園・幼稚園等、子ども
発達センター、公立小学
校、学童保育クラブ、町田
の丘学園小学部の間で連
絡協議会を行い、円滑な就
学を目指します。

開催回数
（回）

実施 実施 実施 実施

5月から6月にかけて、それぞれが直
接、電話等で連絡を取り合う形で町
田市立小学校・幼稚園・保育園・子
ども発達センター・特別支援学校連
絡協議会を実施いたしました。また、
2月18日には、小学校の体育館を活
用た集合形式で実施し、2026年度に
就学するお子さんに関する情報交換
を実施しました。

2025年度に引き続き、切れ目のな
い教育支援体制の構築に向けて、
2026年度に就学した児童の様子
について5〜6月に情報交換を行う
とともに、2月頃に、2027年度に就
学するお子さんの情報交換をする
ための会を集合形式で実施しま
す。

教育セン
ター

18
Ⅰ－２－
（３）

就学・進学相
談

小学校への就学、中学校へ
の進学の際に、特別な支援
を必要とする子どものため
に、個々の特性に合わせた
教育支援を保護者と共に考
えます。

就学相談、
進学相談の
実施

実施 実施 実施 実施

就学相談及び進学相談の申込受付
を6月から7月にかけて行い、8月か
ら12月にかけて就学相談会を42回、
進学相談会を21回開催し、支援を必
要とする子どもたちの適正な就学・
進学先について検討しました。
また、就学相談会の受付において
は、Graffer申請を導入し、保護者の
負担軽減とともに業務の効率化を図
りました。

引き続き丁寧な相談対応を行うと
ともに、相談会の振り返りを行い、
相談会を円滑に運営するための
改善をしていきます。
保護者の負担を軽減するため、受
付業務の更なるオンライン化を進
めてまいります。

教育セン
ター

19
Ⅰ－２－
（３）

進路先への
引継ぎ

特別な支援を必要とする生
徒が中学校を卒業する際
に、進路先への「学校生活
支援シート(個別の教育支
援計画)」の引継ぎを行い、
進路先への適切な支援が
継続されるようにします。

引継の実施 実施 実施 実施 実施

特別な支援を必要とする生徒が中
学校を卒業する際に、進路先で適切
な支援が継続されるよう、進路先へ
の「学校生活支援シート」の引継ぎを
行うとともに、家庭が希望する場合
には、「進学・転学支援シート」の作
成、進路先への提供を行いました。

切れ目のない教育的支援が実施
できるように、状況に応じて進路先
への「学校生活支援シート」の引
継ぎを行うとともに、家庭が希望す
る場合には、「進学・転学支援シー
ト」の作成、進路先への提供をして
まいります。

教育セン
ター

20
Ⅰ－２－
（４）

出張相談

発達に支援の必要な子ども
が、地域の集団の場で適切
な配慮のもとに過ごすこと
ができるように、各園からの
依頼を受けて子ども発達セ
ンターの職員が訪問し、集
団場面での対応について助
言します。

出張回数
（回）

60 60 60 56

保育所等訪問支援や個別の相談体
制の充実により、保育所等の職員の
相談できる場が広がっていることか
ら、目標を下回る56回の訪問となり
ました。1園から複数回の依頼を受
けているなど、出張相談に対する期
待や効果は認められていると思われ
ます。

園長会等で事業の周知を行い、園
からの依頼にできるだけ早く対応
できるように、依頼に合わせた柔
軟な相談枠の日程調整を行ってい
きます。また、支援内容の報告会
を行い、訪問する相談職員の質の
向上も合わせて行っていきます。

子ども発
達支援課

8
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21
Ⅰ－２－
（４）

療育セミナー

保育園・幼稚園等、学童保
育クラブなどの職員に、障
がいに対しての理解や援助
の方法を学ぶための講演
会を開催します。

開催回数
（回）

開催 開催 開催 開催

9月26日に「いわゆるグレーゾーンの
子への対応について」、10月21日に
「幼稚園・保育園等における保護者
支援について」をテーマにオンライン
配信で実施し、合計で72名の方が参
加しました。

引き続き保育園・幼稚園等、学童
保育クラブなどの職員向けに、日
常の業務に活かせるよう障がいに
対しての理解や援助の方法を学
ぶための講演会を開催します。

子ども発
達支援課

22
Ⅰ－２－
（４）

療育実地研
修

子どもが通う施設の職員の
発達障がい等に関する知
識を高めるため、保育園・
幼稚園等の職員を対象に、
子ども発達センターで行う
療育を体験する研修を行い
ます。

研修受講者
の満足度
（％）

90 90 90 100

全10回実施し合計52名が参加しまし
た。
今年度は、終了後のアンケートを2
回行い、参加した際の満足度以外に
も園や施設で学んだことを生かせま
したかというアンケートも実施しまし
た。
満足度は満足、ほぼ満足で100％
だったので達成しましたが、施設や
園で生かせましたかというアンケート
では回収率が少なかったため課題と
なりました。

昨年度に引き続き全10回実施予
定です。
アンケートの回収率をあげるため
に、終了後の会でこちら側から園
での生かし方場面や方法など具体
的にアドバイスを行い、より実践で
きるようにしていきます。

子ども発
達支援課

23
Ⅰ－２－
（４）

療育機関懇
談会

情報共有やサービスの質
の向上を目的に、市内の障
害児通所支援事業者が出
席する懇談会を開催しま
す。

懇談会の開
催

開催 開催 開催 開催

2026年1月に療育機関懇談会と障害
児相談支援事業者懇談会を合同開
催しました。
市内の障害児通所支援事業者及び
障害児相談支援事業者16事業者が
参加し、「障がいのある子どもたちの
性と生の支援について」をテーマに
研修会を開催するとともに、事業所
間で意見交換を行いました。

引き続き療育機関及び障害児相
談支援事業者の情報交換やサー
ビスの質の向上を目的に懇談会を
開催します。

子ども発
達支援課

24
Ⅰ－２－
（４）

障害児相談
支援事業者
懇談会

情報共有や連携強化を目
的に、市内の障害児相談支
援事業者が出席する懇談
会を開催します。

懇談会の開
催

開催 開催 開催 開催

2026年1月に療育機関懇談会と障害
児相談支援事業者懇談会を合同開
催しました。
市内の障害児通所支援事業者及び
障害児相談支援事業者16事業者が
参加し、「障がいのある子どもたちの
性と生の支援について」をテーマに
研修会を開催するとともに、事業所
間で意見交換を行いました。

引き続き療育機関及び障害児相
談支援事業者の情報交換やサー
ビスの質の向上を目的に懇談会を
開催します。

子ども発
達支援課

9
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25
Ⅰ－２－
（４）

特別支援教
育コーディ
ネーターの資
質向上

特別支援教育コーディネー
ターを対象とした、資質向上
のための特別支援教育コー
ディネーター研修会を実施
します。

開催回数
（回）

5 5 5 5

計画通り、年間5回の特別支援教育
コーディネーター連絡会を実施する
ことができました。連絡会を通じて、
特別支援教育コーディネーターの役
割の理解や、学校間の情報交換等
を行い、資質向上を図りました。

2026年度も引き続き、年間5回の
連絡会を実施し、特別支援教育
コーディネーターの資質向上に努
めていきます。

教育セン
ター

26
Ⅰ－２－
（４）

特別支援教
育の理解促
進に向けた
研修の実施

特別支援教育に関する研
修を全ての初任教員に実
施し、広く特別支援教育へ
の理解啓発を図ります。

研修実施回
数（回）

実施 実施 実施 実施

10月に初任教員を対象とした特別支
援教育に関する研修会を実施し、学
校における特別支援教育に関する
理解を深めました。

2026年度も引き続き、10月に据え
ての初任教員に対して、特別支援
教育に関する研修を実施し、理解
啓発と指導力向上に努めていきま
す。

教育セン
ター

27
Ⅰ－２－
（４）

特別支援教
育巡回相談
員等による支
援

学校からの要請に応じ、特
別支援教育巡回相談員、専
門家チーム専門員、特別支
援教育専任相談員が学校
を訪問し、特別な支援や配
慮を要する児童・生徒の指
導方法に関する指導・助言
を行います。

指導・助言
の実施

実施 実施 実施 実施

学校からの要請に応じ、通常の学級
や特別支援学級に在籍する、特別
な支援や配慮を要する児童・生徒の
指導方法に関する指導・助言を行い
ました。
また、教育センターが実施する各種
学校支援を学校が活用しやすくなる
よう、それぞれの支援内容や申込方
法等をまとめ、学校に周知しました。

教育センターが実施する各種学校
支援を学校が活用しやすくなるよ
う、それぞれの支援内容や申込方
法等をまとめ、学校に周知します。
学校からの要請に応じ、通常の学
級や特別支援学級に在籍する、特
別な支援や配慮を要する児童・生
徒の指導方法に関する指導・助言
を行って行きます。

教育セン
ター

28
Ⅱ－１－
（１）

乳幼児健康
診査

乳幼児の健康増進、疾病の
早期発見と保護者への育
児支援のため、対象者には
個別通知を行い、身体発
育、精神発達の重要な時期
に、健康診査を実施しま
す。

受診率（％）
96.0%以
上

96.0%以
上

96.0%以
上

100.6

オンラインによる日程変更が可能で
あることもあり、ほとんどの対象者に
受診してもらうことができ、乳幼児の
健康増進、疾病の早期発見と保護
者への育児支援を行うことができま
した。なお、未受診者に対しては、電
話連絡や訪問等により、養育環境等
を把握しています。
※実績値は健診通知の発送者数に
対する受診者の割合です。受診者
には里帰りでの健診受診者や転入
者等も含まれるため、受診率が
100％を超えています。

今後も乳幼児健康診査の機会を
確保し、実施することで、引き続
き、乳幼児の健康増進、疾病の早
期発見と保護者への育児支援を
行います。また、未受診者に対し
ても、電話連絡や訪問等により、
状況の把握を行います。

保健予防
課

10
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2024
年度

2025
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2026
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2025
年度 2025年度取組への評価

前年度評価を踏まえた2026年
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目標 コメント
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29
Ⅱ－１－
（１）

地域子育て
相談センター

マイ保育園(子育てひろば)
等を通じて、発達に支援が
必要な子どもの子育てにつ
いて、専門機関である子ど
も発達センターと連携した
子育て支援体制の充実を
図ります。

マイ保育園
実施園数

73園 74園 74園 73園

マイ保育園事業を73園で実施し、必
要に応じて子ども発達センター等の
関係機関と連携して支援を行いまし
た。

子育てについての相談の場や相
互交流の場は重要であることか
ら、引き続き実施施設と連携し、事
業を継続していきます。

子育て推
進課

30
Ⅱ－１－
（１）

子育てひろば
巡回相談

子育てひろば等を通じて、
発達に支援が必要な子ども
を対象とした相談スキルの
向上及び子育て支援体制
の充実を図ります。

巡回数（回） 15 15 15 17

理学療法士・作業療法士・言語聴覚
士の職種が担当しています。専門的
な相談だけでなく、子育て全般の相
談が寄せられています。インターネッ
ト等で調べながら子育てしている保
護者が多い中、本事業は地域で気
軽に直接相談ができることから要望
が高く、計画より多い17回実施し、
132件の相談を受けました。

2026年度は、18回の巡回相談の
実施予定となります。地域の保護
者の相談だけでなく、地域センター
の職員の知識向上等のサポートも
行っていきます。

子ども発
達支援課

31
Ⅱ－１－
（１）

障害児相談
支援

障害児通所サービス及び障
害福祉サービスを必要とし
ている子どもが、相談支援
専門員のケアマネジメント
により、適切にサービスの
利用ができるように支援し
ます。

障害児相談
支援を利用
した計画作
成数（件）・
作成率（％）

384件・
20.0％

392件・
20.0％

400件・
20.0％

327件・
14.2％

受給者証を取得する児童が増加す
る中、障害児相談支援事業所を利
用した計画作成数は2024年度と同
数のため、作成率は昨年度末から
2.3ポイント下がりました。

引き続き障害児通所支援事業所
の開設相談を行う法人や既存の
事業所に相談支援事業所の指定
申請を促します。

子ども発
達支援課

32
Ⅱ－１－
（２）

親子療育

子ども発達センターにおい
て、家庭以外での適切な遊
びの場を提供し、親子で療
育に参加することで保護者
が子どもの特徴の理解を深
めるとともに子育ての悩み
を相談できる場とします。

参加親子数
（組）

200 200 200 216

相談の申込み状況に合わせてグ
ループを開催することで、216組の親
子が参加することができました。
児童発達支援の利用を希望する方
が増えており、個々の子どもの状態
に適したサービスを選択するための
相談ニーズが高まっています。

子育ての悩みについての相談だ
けではなく、適切なサービス利用
に関することなど相談ニーズが広
がっていることから、親子の体験
グループに参加した方の、その後
の個別の相談体制を強化します。

子ども発
達支援課

11
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33
Ⅱ－１－
（２）

ペアレントト
レーニング

子ども発達センターの3・4・
5歳児の保護者が、グルー
プワークを通して子どもへ
のより良い関わり方を学
び、子育ての悩みを解消し
自信をもって子育てができ
るように支援します。

利用家族数
（家族）

16 16 16 14

児童発達支援を利用している方が
増えており、受給者証を取得してい
ない方が対象の当事業の利用を希
望する方は減少傾向にあります。
利用者アンケートでは、グループ
ワークを通して子どもへの関わり方
を学ぶことができ、保護者同士で悩
みや工夫を共有できたことが良かっ
たといった意見がある一方で、プロ
グラムの頻度については少し負担を
感じている意見がありました。

参加する保護者の負担を減らし、
また対象の年齢層を広げるため
に、グループワークを中心としたプ
ログラムの実施ではなく、研修形
式に変更して行います。

子ども発
達支援課

34
Ⅱ－１－
（２）

ペアレントメ
ンター・カフェ

障がいがある子どもの子育
て経験を活かして、同じよう
な悩みをもつ保護者の話を
聞いたり、情報提供等を行
うペアレントメンター・カフェ
（懇談会）を開催します。

懇談会の開
催

開催 開催 開催 開催

2025年度は計3回開催し、合計で8
名の保護者が参加しました。特に2
回目は開催場所を駅前のコーヒー
チェーン店としたことで参加者が増
加しました。
カフェ開催後も参加者同士での交流
が続くなど、保護者の支援を行うこと
ができました。

開催場所等を工夫することによ
り、障がいがある子どもの保護者
が気軽に参加できる懇談会を開催
し、悩みの解消や交流を支援しま
す。

子ども発
達支援課

35
Ⅱ－２－
（１）

保育園等で
の障がい児
の受入れ

保育園等での障がいのある
児童の受け入れについて、
安全に受け入れができるよ
う、医療、保育関係機関と
連携して実施します。

障がい児の
受入れ

実施 実施 実施 実施

保育園等の入園申し込み時だけで
なく、入園後も引き続き医療・保育関
係機関と連携し、障がいのある児童
の相談・受け入れを随時行っていま
す。

引き続き実施します。
保育・幼
稚園課

36
Ⅱ－２－
（１）

保育園等で
の医療的ケ
ア児の受け
入れ

「医療的ケア児の保育所等
受入れガイドライン」に基づ
き、医療的ケア児を保育園
等に受け入れます。

受け入れ保
育園数
（か所）

8 8 8 8

公立保育園全5園のほか民間の保
育園や認定こども園で、医療的ケア
児の受入体制を整えています。な
お、実際の受入は、3園となりまし
た。

引き続き、医療的ケア児に保育を
提供します。また、「医療的ケア児
の保育所等受入れガイドライン」に
基づき、次年度の受け入れ準備を
行います。

子ども発
達支援課
保育・幼
稚園課
子育て推
進課

37
Ⅱ－２－
（１）

学童保育クラ
ブ事業

障がいのある児童と低学年
児童は、一定の期間に申請
があれば原則全員入会と
し、また、年度途中の入会
申請についても、高学年児
童より優先する取り扱いと
することで、子育てと仕事の
両立を支援します。

障がいのあ
る児童の入
会

実施 実施 実施 実施

一斉入会受付期間内に申請し、入
会の要件を満たした障がいのある児
童は全員入会することができまし
た。

引き続き、入会の要件を満たして
る障がいのある児童については優
先的に受入れます。

児童青少
年課
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38
Ⅱ－３－
（１）

医療的ケア
児コーディ
ネーターの配
置

保健、医療、障がい福祉、
保育、教育等の多分野の支
援が必要な医療的ケア児に
適切な支援体制を調整する
コーディネーターを、子ども
発達センターに配置しま
す。

配置数（人） 3 3 3 3

子ども発達センターに3名の医療的
ケア児コーディネーターを配置し、関
係機関と連携しながら、在学・在園
の医療的ケア児が安全に生活でき
るように支援を行いました。

引き続き、医療的ケア児コーディ
ネータを配置し、総合的な支援の
充実を図ります。

子ども発
達支援課

39
Ⅱ－３－
（１）

医療的ケア
児・重症心身
障がい児支
援協議会の
開催

学識経験者及び医療、教
育、子育て等の各分野の関
係機関が参加し、市が定期
的に実施するニーズ調査の
結果等を基に、支援サービ
スのあり方やサービス提供
の仕組みづくりについて意
見交換及び情報共有等を
行います。

協議会の開
催

開催 開催 開催 開催

協議会を2回開催し、医療的ケア児
の状況や保育所等入所相談の状況
について報告し、意見交換を実施し
ました。

医療的ケア児支援に地域の関係
機関が連携して取り組むため、引
き続き協議会を開催します。

子ども発
達支援課

40
Ⅱ－３－
（１）

医療的ケア
児コーディ
ネーターによ
る総合的な
支援の実施

子ども発達センターに配置
した医療的ケア児コーディ
ネーターを中心に、医療的
ケア児とその家族からの相
談に対応し、医療的ケア児
が必要とする保健、医療、
福祉、保育、教育等の多分
野にまたがる支援の利用を
調整します。

支援の実施 実施 実施 実施 実施

医療的ケア児の相談窓口として、就
園、就学、進級に関することや、園・
学校生活に関することなど、成長に
合わせた相談対応を行いました。ま
た、医療機関や関係機関とのつなぎ
役として、安心、安全に日常生活を
送れるようにサポートしています。

医療的ケア児の相談が増えてい
ます。児童と保護者が安心して日
常生活を送れるように、引き続き
総合的な支援を行っていきます。

子ども発
達支援課

41
Ⅱ－３－
（１）

重症心身障
がい児(者)等
在宅レスパイ
ト

地域で生活する医療的ケア
の必要な重症心身障がい
児（者）や医療的ケア児の
居宅に看護師を派遣し、そ
の家族が行っている医療的
ケア等を代替えすることで、
その家族に一時的な休養を
提供する事業を行います。

事業を実施
する訪問看
護ステー
ション数（か
所）

3 4 5 8
8社の訪問看護ステーションと業務
委託契約を締結し、事業を実施する
ことができました。

訪問看護ステーションへの業務委
託を通して、引き続き在宅で介護
する家族に一時的な休息を提供し
ます。

障がい福
祉課
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42
Ⅱ－３－
（２）

地域ネット
ワーク会議

虐待を受けている子どもを
はじめとする支援対象児童
等の早期発見や適切な支
援を図るため、関係機関等
の円滑な連携協力を確保し
ます。

情報を共有
した児童の
数（人）

890 890 890 690

地域ネットワーク会議を42回開催
し、690人の児童の情報を共有しまし
た。支援継続中の家庭については
日常的に情報交換を行っているた
め、会議における共有対象を、今後
支援が必要となりそうな家庭に特化
した結果、共有人数は減少しました
が、必要な方への早期発見や早期
対応は滞ることなくできました。他
方、関係者会議の回数は2024年度
と比較して増加したことにより早期対
応の連携は図れています。

引き続き、関係機関等と連携協力
し、支援の必要性が高い家庭に早
い段階から対応するための情報
共有を行います。

子ども家
庭支援課

43
Ⅱ－３－
（２）

児童虐待相
談対応

虐待受理した0歳から18歳
未満の要保護児童に対し
て、改善に向けた取組を実
施します。必要に応じて専
門機関やサービスの調整を
し、問題解決に向けたサ
ポートを行います。

児童虐待受
理ケースの
うち、終結で
きた割合
（％）

70 70 70 70

要保護児童とその家庭に対して、課
題の原因を整理し、改善に向けたサ
ポートを行いました。児童相談所か
らの協力依頼が増加しており、相談
関係の構築やサービス導入に時間
を要するケースが一定数ありまし
た。

要保護家庭との迅速な関係構築と
サポートを導入するなど、引続き
関係機関との連携に努め、必要な
支援が早急に受けられるよう、体
制構築を図ります。

子ども家
庭支援課

44
Ⅲ－１－
（１）

交流及び共
同学習の推
進

通常の学級と特別支援学
級との交流を図ります。特
別支援学級未設置校につ
いても都立特別支援学校と
連携し交流を図ります。

研修実施回
数（回）

検討 検討 検討 検討

特別支援学級設置校においては、
通常の学級と朝の学活、授業、行事
等の場面で交流及び共同学習を実
施しました。
特別支援学級未設置校と都立町田
の丘学園との交流については、実施
の可否について検討しました。

特別支援学級設置校においては、
通常の学級と朝の学活、授業、行
事等の場面で交流及び共同学習
を推進していきます。
一方で、特別支援学級未設置校と
都立町田の丘学園との交流につ
いては、実施の可否について検討
していきます。

教育セン
ター

45
Ⅲ－１－
（１）

副籍制度に
よる教育活動
を通じた地域
との交流の
充実

各学校が、副籍を置く児童・
生徒との交流の充実を図
り、全ての副籍校で副籍交
流に対応できる体制を整え
ます。

副籍交流の
実施

実施 実施 実施 実施

都立町田の丘学園及び都立八王子
西特別支援学校と小・中学校との間
で副籍交流を実施するとともに、より
充実した副籍交流が実施できるよう
に、各校の事例を取りまとめた実践
事例を作成し、小・中学校、特別支
援学校に周知しました。

引き続き、副籍交流を実施すると
ともに、その意義やより効果的な
実施方法についても情報発信をし
ていきます。

教育セン
ター
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46
Ⅲ－２－
（１）

地域公開講
座

地域住民に向けて、発達に
支援が必要な子どもについ
て、理解を深めるきっかけと
なるよう、公開講座を開催し
ます。

開催回数
（回）

開催 開催 開催 開催

3月15日に地域公開講座を開催し、
43名が参加しました。
参加者アンケートは39件の回答があ
り、「満足」「やや満足」36件、「やや
不満」2件、無回答が1件で、92%の方
が「満足」「やや満足」と回答しまし
た。

引き続き、地域住民に向けて、発
達に支援が必要な子どもについ
て、理解を深めるきっかけとなるよ
う、内容を工夫して公開講座を開
催します。

子ども発
達支援課

47
Ⅲ－２－
（１）

高校生療育
体験ボラン
ティア

町田市内に在住する、もしく
は町田市内の高校に在籍
する高校生を対象に、子ど
も発達センターの療育を体
験する「高校生療育体験ボ
ランティア」を実施します。

延べ参加人
数（人）

113 113 113 73

昨年度はキャンセル待ちが出たた
め、高校生と話し合いをしじっくり体
験を2日に変更したり、体験枠を少し
増やしましたが思うように参加者が
埋まりませんでした。周知の方法を、
紙面からデジタル配信に変更したこ
とも、周知が行き届かなかった原因
だと考えます。高校生療育体験ボラ
ンティアを知ったきっかけのアンケー
トを取った際も、「広報まちだ」が多
かったです。

2025年度募集人数が埋まらなかっ
たことを踏まえて、町田市の公立
高校だけでなく、私立高校にも周
知を拡大していきます。引き続き、
高校生の参画メンバーが主体と
なったボランティア活動を協働で実
施していくことで、福祉や障がいに
対する理解の促進を図っていきま
す。

子ども発
達支援課

48
Ⅲ－２－
（１）

障がい者ス
ポーツ体験
教室

市内の小学校で障がい者
スポーツの体験教室を行い
ます。

年間参加者
数（人）

1,200 1,200 1,200 1,305

パラバドミントン体験は、小学校10
校、計602名（特別支援学級を含む）
に対して実施しました。また、スポー
ツ推進委員が市内小学校9校、703
名に対してボッチャ指導を行い、合
計1305名と目標を大きく上回る児童
が障がい者スポーツを体験し、障が
い理解に繋がりました。

2026年度も、より多くの学校が実
施できるよう調整し、パラスポーツ
の普及啓発や障がい理解の促進
に繋げていきます。

スポーツ
振興課

49
Ⅲ－２－
（１）

インクルーシ
ブ遊具広場
整備

「町田市第二次野津田公園
整備基本計画」に基づき、
パークセンターゾーン内の
「わんぱく広場」を整備する
にあたり、障がいの有無に
関わらず、あらゆる子ども
達が一緒に遊べる遊具広
場整備に取り組みます。

検討状況

野津田
公園
調査・設
計準備

野津田
公園
基本設
計

野津田
公園
実施設
計

小山田
蓮田緑
地に、イ
ンクルー
シブ遊
具を設
置

7月に開園した小山田蓮田緑地に、
インクルーシブ遊具を設置しました。
（仮称）境川金森調節池上部公園の
実施設計を完了しました。この設計
に、インクルーシブ遊具の設置を盛
り込みました。
野津田公園については、他の施設
の整備を先行して進めています。

引き続き、野津田公園のインク
ルーシブ遊具広場や、その他の公
園整備におけるインクルーシブ遊
具の設置について、設計・整備を
進めます。

公園緑地
課
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実績
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前年度評価を踏まえた2026年
度の取組内容（方向性）

目標 コメント

指標内容取組施策コードNo 担当課

50
Ⅲ－２－
（１）

バリアフリー
基本構想に
基づく地区ご
とのバリアフ
リー化の推進

だれもが安心して移動や施
設等の利用ができる環境の
整備促進を図るため、市内
10地区のバリアフリー基本
構想における特定事業の
進捗管理を行います。ま
た、地区の状況の変化等を
踏まえ必要に応じて基本構
想の見直しを行います。

バリアフリー
基本構想
特定事業の
進捗管理

進捗管
理

進捗管
理

進捗管
理

進捗管
理

2024年度に基本構想の改定を行っ
た成瀬駅周辺地区を除く、市内9地
区のバリアフリー基本構想に基づく
施設や道路のバリアフリー化事業
（特定事業）について、実施主体の
事業者等に対し進捗確認を行うとと
もに、計画的な取組の実施を促しま
した。
バリアフリー基本構想に基づくバリア
フリー化の状況を福祉のまちづくり
推進協議会に報告し、評価いただく
ことで今後の基本構想に基づく福祉
のまちづくりの課題等について整理
を行いました。

〇市内10地区のバリアフリー基本
構想に基づく施設や道路のバリア
フリー化事業（特定事業）につい
て、実施主体の事業者等に対し進
捗確認を行うとともに、計画的な取
組の実施を促します。
〇2025年度に福祉のまちづくり推
進協議会で実施した基本構想に
基づく取組の評価結果等を踏ま
え、2027年度以降の取組内容に
ついて検討を行います。

交通事業
推進課

51
Ⅲ－２－
（１）

個別避難計
画の作成

災害時に自力で避難するこ
とが困難な重度の障がい児
をはじめとする「避難行動要
支援者」の避難を支援する
ため、「個別避難計画」を作
成します。

個別避難計
画の作成

モデル地
区での
作成

作成 作成 作成

市全域で計画作成の優先度が高い
避難行動要支援者に「個別避難計
画」の作成に関する案内を段階的に
送付しました。

引き続き計画作成の優先度が高
い避難行動要支援者に「個別避難
計画」の作成に関する案内を送付
するとともに、未作成者に対し、福
祉専門職による促進を行います。

子ども総
務課
子ども発
達支援課
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